
 

科目名 グローバル・サービスラーニング B 教員名 小関隆志 

実習先 フィリピン共和国 マクタン島・セブ島 

実習期間 2023年 2月 25日（土）～3月 11日（土） 

テーマ フィリピンのスラム街で貧困と向き合う 

 

目的（実習のねらい）：グローバル・サービスラーニング B は、フィリピン・セブ島においてボラ

ンティア活動を行う海外短期ボランティア実習です。実習中は現地の NGO の活動に加わり、貧困

問題・教育・福祉・国際開発などアジア地域が抱える社会課題について取り組んでいただきます。

山村やセブ市内の墓地で暮らす家族や、ストリートチルドレンや孤児院で暮らす子どもたちとの交

流を通して、アジアの現状を知り、彼らが抱える課題について考え、今後必要な支援や取り組みに

ついて参加者同士で話し合い、アイデアを出し合って実践することが目的です。 

 

 

 

  

 



実習報告：今回のマクタン島とセブ島の実習は、コロナ禍をはさんで 3年ぶりに実現しました。 

実習地はフィリピンの中部に位置する島で、海がきれいなことからリゾート地として有名で、多く

の観光客が訪れるほか、近年は英語の語学学校が多く開設されていて、リーズナブルな価格で英語を

学べるとあって、語学留学のために滞在する日本人も多くいます。フィリピンは近年経済成長が著し

く、マクタン島・セブ島にも近代的な大型ショッピングモールが立ち並び、お金さえ出せば欲しいも

のは手に入る環境にありますし、立派なコンドミニアム（高級マンション）も建っています。 

他方、貧富の格差が激しく、リゾート地やコンドミニアムのすぐ近くには貧しい人たちの集住する

スラム地区が広がっています。フィリピンにも社会保障制度や義務教育制度はありますが、貧しい人

たちには恩恵が行きわたらず、貧困の再生産が続いています。コロナ禍や台風などの災害が起きるた

び、貧しい人たちが最も深刻な打撃を受けました。学生は主にスラム地区で活動しながら、フィリピ

ンの貧困問題を肌身で感じる体験をしました。 

事前学習は 2022 年 11 月、2 回にわたって行いましたが、初回は現地で引率指導していただく CEC

ジャパンネットワーク代表の池頭稔さんに講師としてお越しいただき、実習地の背景状況や実習内容

の紹介、実習の課題や注意事項の説明をお話しいただきました（CEC ジャパンネットワークによるセ

ブ島での活動は、同社ウェブサイト https://www.cecj.net/program/cebu/index.html）。2 回目は、

チームビルディング、担当者決め、現地のアクティビティや調査の打ち合わせをしました。調査、ア

クティビティ、レクリエーションの 3つの班に分かれ、池頭さんのアドバイスを得て、班ごとに話し

合いながら準備を進めました。 

2 月 25 日にいよいよ出発です。成田空港に集合し、フィリピン航空の直行便で現地に向かいまし

た。到着したマクタン・セブ空港では、池頭さんと、コーディネーターの Abeth、Clavelが笑顔で出

迎えてくれました。Abeth は、ボランティアを受け入れる現地の NGO、Sustainable Livelihood 

Projects Cebu （SLPC）https://go-cebu.com/english/sustainable.html の代表を務め、Clavelも

理事を務めており、春休みや夏休みは、日本からのボランティアを特に多く受け入れています。コロ

ナ禍や台風の災害時には、ボランティアの派遣はできませんでしたが、寄付金を募ってスラム地区の

住民の支援を行いました。 
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今回の活動の中心は、マクタン島にある「海上スラム」でした。海の上に住むというのは奇異に

感じるかもしれませんが、河口付近の浅瀬に杭を立てて、肩を寄せ合うように質素な木造の家屋が

立ち並んでいます。その住民は、様々な事情で元々いた場所を追われ、本来人の住めない海上に集

まってきた人たちです。2020 年以降、コロナ禍で困窮の度を強めていたところに、2022 年秋の大

型台風によって、ほとんどの家屋が跡形もなく流されてしまうという悲劇が重なりました。 

海上スラムの住民はその後何とか家屋を再建しましたが、家屋と家屋の間をつなぐ通路（海上の

橋）は細い木や竹を渡しただけの危なっかしいもので、足をちょっと踏み外すと海に転落します。 

この海上スラムのコミュニティのために何ができるだろうかと考えた末、この通路を補強するこ

とにしました。学生はスラムの住民たちと一緒に、通路の上に長い木の板を釘で打ち付け、安全に

歩けるようにしました。その後、ペンキで板をカラフルに塗って、明るい雰囲気になりました。 

 

通路の補強作業の様子 

  

 

  



また、海上スラムの住民はなかなか仕事が見つからないことが貧困の一因なので、商売になるこ

とを見つけられないかと考えました。現地ではクレープが売られていないとのことなので、住民が

クレープを安価に作って販売すれば収入増につながるのではないかと考えました。ホットプレート

と、小麦粉などの材料を買いそろえ、まずは試作に取り組みました。スラムの子どもたちに試作品

を振る舞い、次いで住民にクレープの作り方を伝授しました。難しかったのは、原価を抑えなが

ら、売れそうな商品を考えるという点。貧しい住民にとって、高価な材料を仕入れるのは無理があ

り、また高価な商品を作っても顧客が見つかりません。試行錯誤を繰り返しました。 

 

クレープ作りの様子 

  

 

 

 

 

 



スラムの隣にあるホテルに滞在し、そこから海上スラムに日々足を運んで、子どもたちと触れ合

いました。子どもたちは歌と踊りを披露し、折り紙アートやビンゴゲーム、ボール遊びなどで楽し

い時間をともに過ごしました。 

海上スラム以外にも、セブ島内にある墓地スラムや山岳スラム、ごみ山スラム、孤児院などに足

を運び、住民に食事を配りながらインタビューを繰り返しました。 

休日には、海でジンベエザメツアーをしたり、ビーチで遊んだり、地元のグルメを堪能したり

と、すてきな景色を満喫しました。 

 

子供達との交流 

  

 

  

 



 

 

 

 

  

 



 

成果：コロナ禍や台風などの被害を受けた海上スラムのコミュニティに、何かできることはないか

との思いで、通路の補強作業やクレープの試作に取り組み、子どもたちと交流することができまし

た。指示された活動をこなすだけではなく、自分に何ができるか、何を準備していけばよいかを考

え、グループで話し合い、計画を進めて形にしていきました。 

 単に作業を行っただけではなく、活動先では住民に積極的にインタビューを行い、彼らの生活の

実態や考えを聞き取りました。さらに、レクリエーションも、全て誰かに企画を任せるのではな

く、学生が自ら企画し、試行錯誤しながら行ったことも、一種の冒険ですが貴重な経験でした。 

 

   

 

 

その他：スラムという、衛生状態のあまり良くない地区で活動したので、感染防止には十分注意し

ました。現地コーディネーターの親身な指導助言により、コロナ感染もなく、また病気やけが、体

調不良なども起きず、治安面の不安もなく、2 週間の実習日程を無事に終えることができました。 

 

                                 専任教授 小関 隆志 

 


